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債
権
、債
務
の
時
効
に
つ
い
て

食の多様性対応でインバウンド万人・兆円へ



訪日外国人旅行消費額の費目別構成比

訪
日
旅
行
で
観
光
庁
に
提
言

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
　

人
材
施
策
や
環
境
整
備
要
望

関西支部連合会
日旅連

金子会長を再選

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
検
討

Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ａ

総

会
　
ツ
ア
コ
ン
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
継
続

　
あ
る
２
代
目
社
長
と
の
会
話
。

「
社
長
、
決
算
書
を
拝
見
す
る
と
３

期
前
か
ら
同
じ
会
社
に
対
す
る
同
じ

金
額
の
売
掛
金
が
あ
り
ま
す
ね
。
請

求
作
業
は
間
違
い
な
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？
」
。

　
別
の
会
社
の
従
業
員
と
の
面
談
。

「
あ
な
た
が
保
証
し
て
い
る
保
証
債

務
、
い
つ
か
ら
の
も
の
で
す
か
？
　

本
人
は
今
ま
で
一
度
も
払
っ
て
な
い

ん
で
す
ね
」
。
会
社
や
個
人
は
債
権

者
に
も
債
務
者
に
も
簡
単
に
な
り
得

る
が
、
事
の
重
大
性
を
意
識
し
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
の
も
事
実

だ
。
そ
の
よ
う
な
時
に
「
時
効
」
を

知
っ
て
い
て
損
は
な
い
。
か
く
い
う

私
も
消
滅
時
効
を
知
っ
て
い
て
よ
か

っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
。

　
時
効
と
は
、
あ
る
事
実
状
態
が
一

定
の
期
間
継
続
し
た
場
合
に
、
権
利

の
取
得
・
喪
失
と
い
う
法
律
効
果
を

認
め
る
制
度
で
取
得
時
効
と
消
滅
時

効
が
あ
る
。一
般
的
に
は
、あ
る
こ
と

の
効
力
が
一
定
の
時
間
を
経
過
し
た

た
め
に
無
効
と
な
る
こ
と
を
言
う
。

　
一
般
の
生
活
を
営
む
個
人
に
お
い

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
時
効
が
か
か
わ
っ

て
い
る
。
ま
し
て
や
企
業
経
営
に
お

い
て
は
多
く
の
時
効
が
存
在
す
る
。

　
事
業
を
営
ん
で
い
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
債
権
や
債
務
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。
決
算
書
の
貸
借
対
照
表
を
見
る

と
売
掛
金
や
受
取
手
形
、
貸
付
金
な

ど
の
債
権
と
、買
掛
金
や
未
払
い
金
、

借
入
金
な
ど
の
債
務
が
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。
債
権
は
請
求
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
効
力
が
発
生
し
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
請
求

す
る
こ
と
な
く
一
定
の
期
間
を
経
過

す
る
と
時
効
と
な
っ
て
消
滅
す
る
。

　
た
だ
し
、
時
効
は
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
利
益
を
受
け
る
者
（
債
務
者
）

が
時
効
を
主
張
す
る
こ
と
（
時
効
の

援
用
）
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
単
純

に
時
効
の
期
間
が
過
ぎ
た
こ
と
に
よ

っ
て
だ
け
で
は
債
権
は
消
滅
し
な

い
。
し
た
が
っ
て
債
権
の
請
求
は
可

能
だ
が
、
債
務
者
が
時
効
の
援
用
を

行
え
ば
債
権
は
消
滅
す
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
債
権
が
存
在
す
る
。
主
な
債
権

の
消
滅
時
効
の
期
間
に
つ
い
て
知
っ

て
お
く
こ
と
は
重
要
だ
。
２
０
２
０

年
４
月
１
日
の
民
法
改
正
以
前
と
以

降
で
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
発
生

時
期
が
現
在
で
あ
れ
ば
、

　
６
カ
月
　
小
切
手
債
権

　
３
年
　
給
料
・
賞
与
債
権
、
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
、

手
形
債
権

　
５
年
　
旅
館
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
の

債
権
、
工
事
業
者
の
債
権

　
５
年
　
退
職
金
、
銀
行
・
信
販
会

社
・
消
費
者
金
融
の
債
権

　
５
年
　
個
人
か
ら
の
借
金
、
信
用

金
庫
の
債
権

　
繰
り
返
す
が
、
個
人
・
法
人
に
か

か
わ
ら
ず
債
権
者
に
も
債
務
者
に
も

な
り
得
る
。
時
効
を
意
識
す
る
と
、

債
権
者
の
場
合
は
時
効
の
中
断
（
改

正
民
法
で
は
更
新
と
い
う
）
が
重
要

で
、
債
務
者
の
場
合
は
時
効
の
援
用

が
重
要
と
な
る
こ
と
に
気
付
く
。
時

効
を
中
断
さ
せ
る
主
な
方
法
は
①
請

求
（
裁
判
上
の
請
求
、
裁
判
外
の
請

求
）
②
差
し
押
さ
え
・
仮
差
し
押
さ

え
・
仮
処
分
③
債
務
者
の
承
認
だ

（
た
だ
し
、
内
容
証
明
郵
便
な
ど
に

よ
る
裁
判
外
の
請
求
は
時
効
の
完
成

を
６
カ
月
遅
ら
せ
る
効
果
し
か
な
い

の
で
注
意
が
必
要
）。つ
ま
り
、
時
効

の
中
断
に
は
、
債
務
者
に
よ
る
一
部

支
払
い
や
支
払
覚
書
等
の
署
名
な
ど

に
よ
り
債
務
の
存
在
を
認
め
さ
せ
る

か
、裁
判
手
続
き
に
よ
る
し
か
な
い
。

　
時
効
の
援
用
の
た
め
に
は
、
時
効

期
間
経
過
後
に
消
滅
時
効
の
援
用
を

す
る
旨
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
を

内
容
証
明
郵
便
で
郵
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
内
容
証
明
郵
便
は
個
人

で
も
作
成
可
能
で
は
あ
る
が
、
安
全

・
確
実
を
期
す
る
た
め
に
は
法
律
の

専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
た
い
。

　
　
　
　
（
Ｅ
Ｈ
Ｓ
研
究
所
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載

※観光庁「インバウンド消費動向調査」資料　

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
急
激
に
増

え
る
中
、
２
０
２
４
年
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
が
過
去
最
高

の
３
６
８
６
万
９
９
０
０
人
、

旅
行
消
費
額
総
額
が
前
年
よ
り


・
１
％
増
の
８
兆
１
２
５
７

億
円
、
共
に
過
去
最
高
を
更
新

し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
目
標
で

あ
る
２
０
３
０
年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
６
千
万
人
、
旅
行

消
費
額

兆
円
の
達
成
に
は
、

食
の
多
様
性
対
応
は
大
き
な
鍵

を
握
り
ま
す
。

　
旅
行
消
費
額
の
中
身
は
と
い

う
と
、
「
宿
泊
」
「
飲
食
」

「
買
い
物
」
の
三
つ
の
項
目
で

全
体
の
中
で

・
６
％
と
な
り

ま
す
。
こ
の
三
つ
に
含
ま
れ
る

「
食
の
対
応
」
に
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。

　
特
に
、
食
の
禁
忌

億
人
の

う
ち

億
人
（

％
）
を
占
め

る
ム
ス
リ
ム
の
対
応
が
大
き
な

割
合
を
担
い
ま
す
。
（
当
協
議

会
調
査
デ
ー
タ
参
照
）

　
２
０
２
４
年
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
で
も
、
上
位
に
東
南
ア

ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
の
多
い
国
で

あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

万
人
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

万
人
、
マ
レ

ー
シ
ア

万
人
、
が
着
実
に
伸

び
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外

に
も
中
東
地
域
も
２
０
２
３
年

の

万
人
か
ら

万
人
（
伸
び

率
１
６
０
％
）
と
い
う
数
字
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
ム
ス
リ

ム
観
光
客
が
急
激
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
観
光
客
の
受
け
入

れ
で
重
要
な
要
素
は
、
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
食
と

し
て「
飲
食
店
」「
宿
泊
施
設
」

「
お
土
産
」
そ
し
て
、
礼
拝
と

な
り
ま
す
。

　
よ
く
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
の

方
は
、
「
ム
ス
リ
ム
対
応
は
難

し
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
実

は
、元
々
の
和
食
や
和
菓
子
は
、

限
り
な
く
ハ
ラ
ー
ル
に
近
い
の

で
す
。

　
ま
さ
に
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
の
食
の
本
領
発
揮
で

す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
礼
拝
室
を
商

業
施
設
や
観
光
施
設
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
旅
行
中
の
昼
間
の

礼
拝
が
で
き
れ
ば
観
光
地
で
の

滞
在
時
間
が
増
え
、
消
費
額
が

増
え
る
の
で
す
。

　
「
食
や
お
土
産
、
礼
拝
が
整

う
と
＝
滞
在
時
間
が
長
く
な
る

↓
消
費
額
が
上
が
る
」の
で
す
。

　
成
功
の
方
程
式
は
、
ム
ス
リ

ム
観
光
客
や
そ
の
他
の
食
の
多

様
性
の
あ
る
訪
日
外
国
人
へ
の

対
応
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
競

合
と
差
別
化
し
、
付
加
価
値
を

上
げ
て
、
単
価
ア
ッ
プ
し
て
、

収
益
ア
ッ
プ

し
新
た
な
顧

客
を
獲
得
で

き
る
の
で

す
。
も
ち
ろ

ん
、
ム
ス
リ

ム
だ
け
で
な

く
、
ヴ
ィ
ー

ガ
ン
な
ど
も

同
様
で
す
。

食
の
多
様
性

対
応
こ
そ

が
、
２
０
３

０
年
外
国
人

観
光
客
６
千

万
人
、
観
光

消
費
額

兆

円
へ
の
鍵
と

な
る
の
で

す
。ま
ず
は
、

一
歩
か
ら
始

め
て
く
だ
さ

い
。

　
（
メ
イ
ド

イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ラ
ー
ル
支
援
協
議
会
理

事
長
）
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載
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◎
農
協
観
光

　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
付

　
経
営
管
理
部
長（
経
営
管
理

部
副
部
長
）大
橋
重
希
▽
経
営

管
理
部
副
部
長（
経
営
管
理
部

経
理
課
長
）鈴
木
康
史
▽
社
長

室
長（
総
務
部
長
）福
永
理
香
▽

総
務
部
長（
総
務
部
副
部
長
）藤

田
康
之
▽
総
務
部
副
部
長（
総

務
部
人
事
教
育
課
長
）馬
場
め

ぐ
み
▽
総
務
部
人
事
教
育
課
長

（
総
務
部
人
事
教
育
課
課
長
代

理
）橋
村
健
治
▽
中
部
手
配
・
仕

入
セ
ン
タ
ー
長（
中
部
支
店
三

重
エ
リ
ア
勤
務
）前
迫
忍
▽
西

日
本
手
配
・
仕
入
セ
ン
タ
ー
長

（
関
西
支
店
和
歌
山
エ
リ
ア
長
）

中
森
斉
▽
九
州
手
配
・
仕
入
セ

ン
タ
ー
長（
九
州
支
店
福
岡
エ

リ
ア
営
業
課
長
）小
副
川
弘
士

▽
地
域
共
創
事
業
部
長（
関
東

支
店
長
）土
舘
昭
▽
地
域
共
創

事
業
部
地
域
共
創
推
進
課
長

（
地
域
共
創
事
業
部
Ｊ
Ｊ
エ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
長
）徳
田
勇
人
▽

地
域
共
創
事
業
部
地
域
共
創
推

進
課
長（
地
域
共
創
事
業
部
教

育
事
業
課
長
）森
悠
太
▽
地
域

共
創
事
業
部
Ｊ
Ｊ
エ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
長（
地
域
共
創
事
業
部
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
事
業
課
課
長
代

理
）梅
澤
大
助
▽
地
域
共
創
事

業
部
首
都
圏
地
域
共
創
支
店
長

（
地
域
共
創
事
業
部
地
域
共
創

事
業
課
長
）前
場
大
樹
▽
地
域

共
創
事
業
部
西
日
本
地
域
共
創

支
店
長（
地
域
共
創
事
業
部
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
事
業
課
長
）菅
野

恒
治
▽
農
業
人
財
活
用
事
業
部

副
部
長（
農
業
人
財
活
用
事
業

部
農
福
連
携
事
業
課
長
）坪
川

祥
宏
▽
農
業
人
財
活
用
事
業
部

農
福
連
携
事
業
課
長（
農
業
人

財
活
用
事
業
部
農
福
連
携
事
業

課
専
任
課
長
）池
田
亮
直
▽
農

業
人
財
活
用
事
業
部
農
福
ポ
ー

ト
横
浜
北
事
業
所
長（
中
部
支

店
浜
松
エ
リ
ア
長
）岡
田
泰
明

▽
農
業
人
財
活
用
事
業
部
農
福

ポ
ー
ト
焼
津
事
業
所
長（
農
業

人
財
活
用
事
業
部
農
福
連
携
事

業
課
課
長
補
佐
）中
村
一
樹
▽

南
東
北
支
店
宮
城
エ
リ
ア
長

（
南
東
北
支
店
地
域
共
創
課
長
）

吉
田
哲
朗
▽
南
東
北
支
店
山
形

エ
リ
ア
長（
南
東
北
支
店
業
務

課
長
）小
丸
直
樹
▽
関
東
支
店

長（
関
東
支
店
事
業
課
長
）
﨑

俊
介
▽
北
関
東
信
越
支
店
副
支

店
長（
北
関
東
信
越
支
店
地
域

共
創
課
長
）鈴
木
敦
▽
北
関
東

信
越
支
店
長
野
エ
リ
ア
長（
北

関
東
信
越
支
店
新
潟
エ
リ
ア

長
）横
山
晃
一
▽
北
関
東
信
越

支
店
新
潟
エ
リ
ア
長（
北
関
東

信
越
支
店
新
潟
エ
リ
ア
営
業
課

長
）荻
耕
一
▽
中
部
支
店
愛
知

エ
リ
ア
長（
四
国
支
店
愛
媛
エ

リ
ア
長
）小
林
康
英
▽
中
部
支

店
浜
松
エ
リ
ア
長（
中
部
支
店

浜
松
エ
リ
ア
営
業
課
長
）小
澤

徹
▽
中
部
支
店
岐
阜
エ
リ
ア
長

（
中
部
手
配
・
仕
入
セ
ン
タ
ー

長
）吉
田
有
孝
▽
京
都
支
店
副

支
店
長（
京
都
支
店
地
域
共
創

課
長
）牧
野
智
幸
▽
関
西
支
店

長（
関
西
支
店
副
支
店
長
）伊
田

英
世
▽
関
西
支
店
和
歌
山
エ
リ

ア
長（
関
西
支
店
事
業
課
長
）初

瀬
友
春
▽
山
陰
支
店
島
根
エ
リ

ア
長（
山
陰
支
店
地
域
共
創
課

長
）鎮
波
康
二
▽
山
陽
支
店
長

（
首
都
圏
支
店
事
業
課
長
）守
谷

譲
二
▽
四
国
支
店
徳
島
エ
リ
ア

長（
四
国
支
店
徳
島
エ
リ
ア
営

業
課
長
）吉
岡
裕
介
▽
四
国
支

店
愛
媛
エ
リ
ア
長（
四
国
支
店

徳
島
エ
リ
ア
長
）高
橋
智
人
▽

九
州
支
店
長（
山
陽
支
店
長
）吉

野
正
敏
▽
九
州
支
店
大
分
エ
リ

ア
長（
九
州
支
店
大
分
エ
リ
ア

営
業
課
長
）榊
博
之
▽
九
州
支

店
熊
本
エ
リ
ア
長（
九
州
手
配
・

仕
入
セ
ン
タ
ー
長
）長
谷
川
真

人
▽
九
州
支
店
沖
縄
エ
リ
ア
長

（
九
州
支
店
熊
本
エ
リ
ア
長
）古

賀
竜
司
▽
首
都
圏
支
店
副
支
店

長（
九
州
支
店
長
）郡
司
掛
修

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
関
係
者
が
観
光
庁
の

秡
川
長
官
（
左
か
ら
２
人
目
）
に

提
言
を
提
出
し
た

会
長
に
再
選
さ
れ
た
金
子
氏

プ
レ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
金

澤
会
長
（
右
）
と
三
橋
副
会

長

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は
３
月

日
、
観
光

庁
の
秡
川
直
也
長
官
を
訪
問

し
、
「
提
言
・
訪
日
旅
行
の

持
続
的
発
展
に
向
け
て
」
を

提
出
し
た
。
２
０
２
３
年
８

月
か
ら

年
７
月
に
か
け
て

実
施
し
た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

旅
行
客
受
入
拡
大
に
向
け
た

意
識
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま

え
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
持

続
可
能
な
観
光
」
「
消
費
額

拡
大
」
「
地
方
誘
客
促
進
」

の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸

に
、
地
方
部
に
お
け
る
高
付

加
価
値
商
品
の
造
成
や
観
光

関
連
産
業
の
人
手
不
足
解
消

に
向
け
た
各
種
支
援
、
訪
日

客
受
け
入
れ
環
境
整
備
な
ど

四
つ
の
主
要
項
目
を
提
言
し

た
。

　
提
言
書
は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
訪

日
旅
行
推
進
委
員
会

委
員
長
の
百
木
田
康

二
氏
（
東
武
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
ズ
代
表
取
締

役
社
長
執
行
役
員
）、

同
委
員
会
副
委
員
長

の
石
田
恒
夫
氏
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト

ラ
ベ
ル
代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員
）
、

訪
日
政
策
検
討
部
会

座
長
の
磯
康
彦
氏

（
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア

ー
ズ
営
業
統
括
本
部

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

推
進
部
顧
問
）
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

理
事
長
の
蝦
名
邦
晴
氏
が
観

光
庁
を
訪
問
し
、
提
出
さ
れ

た
。

　
主
な
提
言
・
要
望
の
内
容

は
次
の
通
り
。

　
①
観
光
先
進
国
を
目
指
す

た
め
の
さ
ら
な
る
規
制
緩
和

の
推
進
と
公
平
な
競
争
環
境

の
確
立
＝
日
本
版
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
の
対
象
地
域
の
さ
ら
な

る
拡
大
▽
地
方
の
観
光
地
に

お
け
る
完
全
自
動
運
転
の
早

期
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

▽
規
制
緩
和
後
の
実
態
調
査

と
違
法
業
者
の
取
り
締
ま
り

の
強
化
▽
全
国
通
訳
案
内
士

等
に
よ
る
自
家
用
車
利
用
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

　
②
地
方
に
お
け
る
高
付
加

価
値
旅
行
商
品
の
造
成
と
観

光
定
着
に
向
け
た
各
種
支
援

＝
商
品
造
成
・
認
知
度
向
上

か
ら
地
方
部
誘
客
事
業
の
自

走
化
支
援
へ
の
転
換
▽
多
様

な
事
業
者
の
参
画
・
連
携
を

可
能
と
す
る
事
業
体
制
の
構

築
支
援
▽
高
付
加
価
値
旅
行

・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

の
育
成
支
援

　
③
観
光
産
業
に
お
け
る
人

手
不
足
・
人
材
不
足
解
消
に

向
け
た
各
種
支
援
＝
旅
行
会

社
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
・
省
力

化
支
援
▽
「
稼
ぐ
力
」
向
上

に
向
け
た
人
材
確
保
促
進
事

業
の
対
象
範
囲
拡
大
▽
観
光

教
育
普
及
に
向
け
た
指
導
者

層
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実

　
④
持
続
可
能
な
観
光
の
実

現
並
び
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
解
消
に
向
け
た
受
入
環

境
整
備
の
推
進
＝
地
方
部
の

受
け
入
れ
環
境
整
備
の
さ
ら

な
る
推
進
▽
ク
ル
ー
ズ
寄
港

に
伴
う
一
時
的
な
交
通
渋
滞

等
の
解
消
▽
事
故
等
発
生
時

も
包
含
し
た
安
全
・
安
心
対

策
の
強
化
と
発
信
力
強
化
▽

観
光
に
お
け
る
脱
炭
素
化
推

進
に
向
け
た
支
援
の
強
化

　
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
関
西
支
部
連
合
会

（
金
子
博
美
会
長
＝
琵
琶
湖

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
約
２
９

０
会
員
）
は
こ
の
ほ
ど
、
大

阪
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
大
阪
で
２
０
２
５
年
度
通

常
総
会
を
開
い
た
。
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、

金
子
会
長
を
再
選
し
た
。

　
総
会
に
は
日
本
旅
行
の
小

谷
野
悦
光
社
長
、
日
旅
連
の

白
石
武
博
会
長
ら
も
出
席
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
金
子
会

長
は
「
今
年
は
日
本
旅
行
の

創
業
１
２
０
周
年
に
当
た

り
、
大
阪
・
関
西
万
博
も
開

か
れ
る
。
連
合
会
と
し
て
は

盛
り
上
が
ら
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

年
度
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
宿
泊
券
増
売
に
努
め

る
と
と
も
に
、
日
旅
セ
ー
ル

ス
担
当
者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
商
談
会
）
を
７
月


日
に
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
、

同

日
に
大
阪
国
際
会
議
場

で
開
催
す
る
。

　
連
合
会
独
自
と
し
て
、
①

ウ
ェ
ブ
商
品
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ

施
策
の
立
案
実
施
②
日
旅
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
関
西
広
域

営
業
部
主
催
研
修
旅
行
）
を

７
月
中
旬
に
予
定
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
宣
言
に
即
し
た
連
合
会
で

で
き
る
商
品
、
タ
リ
フ
作
成

に
協
力
―
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
ま
た
、
経
営
研
究
会
で
は

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
久

我
尚
子
上
席
研
究
員
が
「
消

費
者
の
現
在
位
置
か
ら
～
デ

ー
タ
で
読
み
解
く
２
０
２
５

年
消
費
動
向
～
」
と
題
し
講

演
し
た
。

　
役
員
改
選
に
伴
う
新
役
員

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

　
常
任
理
事
＝
中
村
義
昭

（
ホ
テ
ル
丹
後
な
か
む
ら

荘
）、小
島
隆
史（
ホ
テ
ル
ア

ジ
ー
ル
奈
良
）▽
理
事
＝
石

田
有
志（
湯
元
舘
）、福
山
勝

久（
昭
恋
館
よ
志
の
や
）、谷

向
哲
也（
不
死
王
閣
）▽
監
事

＝
倉
本
久
昭（
大
阪
の
宿
旅

館
く
ら
本
）

　
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協
会

（
Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）は
３
月

日
、
東
京
の
「
大
井
町
き
ゅ
り
あ

ん
」で
通
常
総
会
を
開
い
た
。

２
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
金
澤
悟
会
長
を

再
選
。
２
０
２
５
年
度
は
添

乗
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」

の

年
度
の
実
施
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
ほ
か
、

年

度
に
再
開
し
た
「
ツ
ア
ー
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」を
継
続
実
施
す
る
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
は
、

現
役
の
添
乗
員
の
実
務
と
知

識
の
向
上
を
図
る
狙
い
で
、

今
後
「
作
業
部
会
」
を
設
置

し
て
検
討
を
進
め
る
。

　
研
修
事
業
は
日
本
旅
行
業

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
と
の
共

催
に
よ
る
添
乗
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
研
修
を
行
っ
て
い
る

が
、
好
評
の
た
め
事
業
を
拡

充
す
る
。

　
旅
程
管
理
研
修
も
札
幌
、

東
京
、
沖
縄
な
ど
全
国
各
地

で
継
続
実
施
。
た
だ
、
１
９

９
６
年
か
ら
実
施
の
「
添
乗

員
能
力
資
格
認
定
試
験
」と
、

過
去
４
回
開
催
し
た
「
Ｔ
Ｃ

Ｓ
Ａ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
検
定
」

は
受
験
者
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
協
会
の
財
政

基
盤
強
化
の
観
点
か
ら

年

度
は
実
施
を
見
送
る
。

　
高
齢
者
雇
用
促
進
の
観
点

か
ら
、
独
立
行
政
法
人
高
齢

・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援

機
構
か
ら
、
添
乗
派
遣
業
界

に
お
け
る
添
乗
員
の
高
齢
化

に
関
す
る
各
種
調
査
研
究
事

業
を
受
託
。
高
齢
添
乗
員
を

有
効
活
用
す
る
施
策
を
検
討

す
る
。

　
近
年
、
異
業
種
か
ら
キ
ャ

リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
た

～


代
の
新
人
添
乗
員
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。
高
齢
で
も
安

心
し
て
添
乗
業
務
を
行
え
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
た
調
査

研
究
を
今
後
２
年
間
行
う
。

　
ツ
ア
ー
の
現
場
で
活
躍
す

る
優
れ
た
添
乗
員
を
表
彰
す

る
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
は
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
昨
年
度
、
４
年

ぶ
り
に
実
施
。

年
度
も
継

続
実
施
す
る
。

　
総
会
後
に
行
っ
た
報
道
陣

と
の
プ
レ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
金
澤
会
長
は
「
今
回
、
印

象
的
だ
っ
た
の
は
ツ
ア
ー
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
の
再
開
。
添
乗
員
が

不
要
の
旅
行
が
増
え
た
り
、

コ
ロ
ナ
で
別
の
道
に
転
身
し

た
り
す
る
人
が
い
る
中
で
、

立
派
な
業
績
を
上
げ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
、

受
賞
者
を
た
た
え
る
と
と
も

に
、
顕
彰
事
業
の
意
義
を
強

調
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
金
澤
会
長

（
元
国
土
交
通
省
観
光
部

長
、
現
一
般
社
団
法
人
運
行

管
理
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長
）
、
三
橋
滋
子
副
会
長

（
株
式
会
社
Ｔ
Ｅ
Ｉ
顧
問
）

を
再
選
し
た
。


